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Ⅰ
安
心・安
全
な
食
の
提
供
と

未
来
を
支
え
る

農
業
の
ま
ち
づ
く
り

　

国
が
掲
げ
る
新
た
な
「
農
政
新
時
代
」

や
「
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

対
応
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
引
き
続
き
、
国
の
動
向
を
注
視

し
、
農
家
が
安
心
し
て
確
実
に
再
生
産
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
生
産
基
盤
の
整
備
、

生
産
流
通
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
、
ま

た
、
担
い
手
農
家
の
育
成
や
優
良
農
地
の

確
保
に
つい
て
支
援
し
、
農
業
経
営
の
安
定

を
図
り
ま
す
。

　

茶
業
に
つい
て
は
、
茶
業
経
営
並
び
に
茶

工
場
運
営
の
合
理
化
を
推
進
し
、
輸
出
な

ど
を
視
野
に
入
れ
た
生
産
基
盤
の
強
化
を

図
り
、
知
覧
茶
統
一初
年
度
と
し
て
、「
知

覧
茶
」
の
積
極
的
な
宣
伝
・
販
売
活
動
を

は
じ
め
、
海
外
市
場
への
展
開
を
強
化
す
る

た
め
の
、
情
報
発
信
や
観
光
と
融
合
し
た

取
り
組
み
に
よ
り
、「
知
覧
茶
」
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

畜
産
業
に
つい
て
は
、
規
模
拡
大
な
ど
に

よ
る
生
産
コ
ス
ト
削
減
や
品
質
向
上
な
ど
の

対
策
に
加
え
、
経
営
の
継
続
・
発
展
の
た
め

の
環
境
整
備
を
検
討
し
ま
す
。
特
に
、
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
よ
り
、
施
設
整
備
・

機
械
導
入
・
家
畜
導
入
を
さ
ら
に
図
り
ま

す
。Ⅱ

活
力
あ
る
人
と
物
が
動
く

新
た
な
産
業
づ
く
り

　

商
工
業
に
つい
て
は
、
商
工
会
が
行
う
経

営
改
善
普
及
事
業
な
ど
の
支
援
を
行
い
、

借
り
入
れ
に
対
す
る
利
子
補
給
補
助
金
の

活
用
な
ど
商
工
業
者
の
経
営
安
定
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
空
き
店
舗
を
利
用
し
た

魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
を
支
援
し
、
商
店

街
の
活
性
化
お
よ
び
購
買
力
の
地
元
定
着

に
努
め
ま
す
。

　

川
辺
仏
壇
産
業
に
つい
て
は
、
工
芸
技
術

の
向
上
や
後
継
者
育
成
、
販
路
拡
大
な
ど

の
対
策
を
支
援
し
、
川
辺
仏
壇
産
業
再
興

戦
略
事
業
で
開
発
さ
れ
た
商
品
の
市
場
性

向
上
に
努
め
ま
す
。

　

企
業
誘
致
は
、
雇
用
の
促
進
や
持
続
的

な
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
地

域
資
源
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
活
動
に
努

め
、
進
出
し
た
企
業
に
対
し
、
き
め
細
や

か
な
相
談
な
ど
に
よ
り
支
援
し
ま
す
。

　

観
光
に
つい
て
は
、情
報
発
信
を
強
化
し
、

国
内
外
で
の
誘
致
活
動
な
ど
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
活
動
を
推
進
し
、
ま
た
、
知

覧
特
攻
平
和
会
館
と
連
携
を
図
り
、
よ
り

多
く
の
農
家
体
験
・
民
泊
と
いっ
た
教
育
旅

行
の
受
入
が
で
き
る
よ
う
施
策
を
講
じ
ま

す
。Ⅲ

人
と
物
の
交
流
を
促
進
す
る

社
会
基
盤
づ
く
り

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
交
通
の
利
便
性
・
安

全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、計
画
的
に
整
備
・

補
修
を
行
い
、
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ

り
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
・
県
道
の

整
備
に
つい
て
も
、
国
お
よ
び
県
に
積
極
的

に
働
き
か
け
を
行
い
、
整
備
促
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継

続
し
、
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
利
用
実

態
や
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
路

線
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

平
成
29
年
度
施
政
方
針
（
抜
粋
）

　
平
成
29
年
度
は
地
方
交
付
税
の
合

併
算
定
替
え
か
ら
漸
減
措
置
期
間
３

年
目
を
迎
え
、
財
政
的
に
厳
し
い
状

況
が
続
き
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
進
行
へ
の
対
応
は
待
っ
た
な
し

の
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
変
厳
し
い
環
境
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
特
性

を
最
大
限
に
活
か
し
、
豊
か
で
活
気

あ
る
ま
ち
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
観
光
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
分
野
に
特
に
重

点
を
置
き
、
総
合
計
画
と
人
口
減
少

の
克
服
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

指
す
創
生
総
合
戦
略
を
中
心
に
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。 南九州市長
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す
。

　

市
営
住
宅
に
つい
て
は
、
牧
之
内
団
地
の

建
替
え
に
向
け
た
移
転
な
ど
の
事
業
を
計

画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
よ
り
市
内
の
木
造
住
宅

へ
の
耐
震
化
に
対
す
る
補
助
を
実
施
し
耐

震
化
の
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年

に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
第
75
回
国
民

体
育
大
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
場
と
な

る
、
知
覧
平
和
公
園
お
よ
び
諏
訪
運
動
公

園
を
計
画
的
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

Ⅳ
安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る

生
活
環
境
づ
く
り

　

生
活
環
境
の
向
上
お
よ
び
公
衆
衛
生
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
南
薩
地
区
衛

生
管
理
組
合
で
検
討
し
て
い
る
、
枕
崎
市
、

日
置
市
、
南
さ
つ
ま
市
、
南
九
州
市
で
共

同
処
理
す
る
ご
み
処
理
施
設
「
新
広
域
ご

み
処
理
施
設
」
の
建
設
に
向
け
、
引
き
続

き
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
川

辺
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
未
処
分
焼
却
灰
の
処
理

に
つい
て
は
、
安
全
で
経
済
的
な
処
理
方
法

を
検
討
す
る
た
め
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
状

況
調
査
を
平
成
29
年
度
お
よ
び
30
年
度
の

２
年
間
で
行
い
ま
す
。

　

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
対
策
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
家
屋
侵
入
防
止
薬
剤
の
購

入
支
援
を
行
って
い
き
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

防
災
行
政
無
線
の
充
実
を
図
る
た
め
、
引

き
続
き
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。Ⅴ

い
き
い
き
と

健
や
か
に
暮
ら
せ
る

健
康・福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
保
健
・
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

南
九
州
市
健
康
増
進
計
画
を
指
針
に
、
各

種
保
健
事
業
を
展
開
し
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
出
生
祝
金
の
支
給
を
す
べ
て
の

出
生
児
を
対
象
と
し
、
記
念
品
と
し
て
市

内
の
伝
統
工
芸
品
を
贈
呈
す
る
ほ
か
、
子

育
て
世
帯
に
対
し
て
は
、
子
育
て
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
ま
と
め
た
「
南
九
州

市
子
育
て
応
援
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
事
業
と
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
子
育
て
支
援
の
拠

点
と
し
て
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と一

体
的
な
運
営
を
行
い
、
子
ど
も
・
子
育
て

環
境
の
充
実
を
図
って
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
本
年
度
か
ら
実

施
す
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
お
い
て
、
要
支
援
認
定
者
な
ど
に

対
す
る
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
や

一
般
介
護
予
防
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。Ⅵ

心
の
豊
か
さ
と

創
造
力
を
育
む

教
育・文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
郷
土
の

よ
さ
を
生
か
し
た
学
習
活
動
を
重
視
し
、

個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
や
特
別
支

援
教
育
の
充
実
、
小
中
連
携
教
育
の
推

進
な
ど
を
通
し
て
学
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　

頴
娃
地
区
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

校
歌
や
通
学
体
制
な
ど
の
協
議
を
進
め
、

施
設
整
備
の
面
で
は
、
校
舎
の
増
築
工
事
、

屋
内
運
動
場
の
改
修
工
事
お
よ
び
駐
車
場

造
成
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
小
学
校
に
お
け
る
望
ま

し
い
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
、
外
部
委
員
で
組
織
す
る
（
仮
称
）
南

九
州
市
小
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
今
後
の
小
学
校
の
方
向
性
に
つい

て
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
校
区
・

地
区
公
民
館
を
地
区
公
民
館
と
名
称
を
統

一す
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な

る
公
民
館
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の

「
世
界
の
記
憶
」
登
録
申
請
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
登
録
に
向
け
た
申
請
は
見
送

る
も
の
の
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。Ⅶ

協
働
と
自
立
に
よ
る

住
民
主
役
の

個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
の
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
の
た

め
に
本
年
度
か
ら
自
治
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
を
実
施
し
ま
す
。

　

効
率
的
な
行
政
運
営
に
つい
て
は
、
行
政

改
革
大
綱
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
市
民

と
行
政
の
協
働
を
推
進
し
な
が
ら
、
健
全

な
財
政
運
営
、
行
政
組
織
の
簡
素
化
な
ど

に
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

財
政
運
営
に
つい
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源

に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
持
続
的
に

行
う
た
め
、
よ
り
一層
の
歳
出
抑
制
に
向
け

た
事
務
改
善
、
効
率
化
を
図
っ
た
事
業
への

統
廃
合
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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予
算
の
特
徴

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

自
治
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入

�

　
【
ゼ
ロ
予
算
事
業
】

　

高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
行
す
る
な
か
で

自
立
し
た
自
治
会
活
動
の
展
開
の
た
め
、

自
治
会
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
市
内
２
５
３
自
治
会

に
自
治
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
担
当
職
員

を
配
置
し
、
自
治
会
の
課
題
解
決
を
支
援

し
ま
す
。

合
併
１０
周
年
記
念
事
業
の
実
施

�

【
７
８
９
万
円
】

　

市
制
施
行
１０
周
年
（
平
成
２９
年
１２
月
）

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
市
政
功
労
者
の
表

彰
を
行
う
記
念
式
典
な
ど
を
実
施
し
、
市

民
一
同
で
１０
周
年
を
祝
い
ま
す
。

～
記
念
式
典
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
男
女

共
同
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
開
催
～

第
２
次
総
合
計
画
の
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
６
３
３
万
円
】

　

平
成
３０
年
度
か
ら
の
１０
年
間
を
計
画
期

間
と
し
て
、
市
民
の
声
を
反
映
し
た
第
２

次
南
九
州
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
の
環
境
づ
く
り

【
継
続
事
業
、
一
部
新
規
事
業
１
８
０
万
円
】

　

子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
充
実
の
た

め
、
引
き
続
き
乳
幼
児
健
康
診
査
、
放
課

後
児
童
対
策
、
一
時
預
か
り
保
育
、
延
長

保
育
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障

害
児
保
育
事
業
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
、

新
た
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
の
運
営
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
医
療
制
度
の
充
実
と
出
生
祝
い
金

の
改
善

【
継
続
事
業
、一
部
事
業
拡
充
１
３
２
万
円
】

　

子
ど
も
の
健
全
な
発
育
を
支
援
す
る
た

め
、
引
き
続
き
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
助
成
を
実
施

し
ま
す
。

　

出
生
祝
い
金

は
第
１
子
か
ら

の
支
給
制
度
へ

改
め
、
新
た
に

祝
品
を
贈
呈

し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し

ま
す
。

空
家
対
策
の
促
進

【
継
続
事
業
、一
部
新
規
事
業
４
５
４
万
円
】

　

空
家
バ
ン
ク
制
度
に
よ
り
空
家
情
報
を

発
信
し
、移
住
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

危
険
な
老
朽
空
家
は
適
正
管
理
の
た
め

の
支
援
（
助
成
）
を
行
い
、
生
活
環
境
の

保
全
に
努
め
ま
す
。

教
育
・
文
化
施
設
な
ど
の
充
実

●�

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
と
設
備
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
川
辺
文
化
会

館�

【
６
３
２
０
万
円
】

～�

ホ
ー
ル
舞
台
吊
物
機
構
・
諸
幕
取
替
改

修
工
事
の
実
施

・
知
覧
体
育
館�

【
５
２
３
２
万
円
】

～
耐
震
化
の
た
め
の
工
事
の
実
施

・
知
覧
平
和
公
園�

【
４
３
５
５
万
円
】

～�

平
成
３２
年
度
国
民
体
育
大
会
開
催
に
向

け
て
陸
上
競
技
場
、
多
目
的
球
場
の
整

備
を
実
施

●�
平
成
３１
年
４
月
開
校
に
向
け
て
新
生

「
頴
娃
中
学
校
」
の
施
設
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

・
新
生
「
頴
娃
中
学
校
」

�
【
８
億
５
８
４
９
万
円
】

～
校
舎
・
屋
内
運
動
場
な
ど
の
整
備
を
実
施

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業

寄
附
金
の
受
入
見
込
み�

【
１
億
円
】

Ｐ
Ｒ
・
返
礼
品
な
ど
の
充
実

�

【
７
１
４
６
万
円
】

　

地
域
の
特
産
品
な
ど
を
情
報
発
信
し
、

本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
寄
附

金
の
増
額
に
努
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
活
用
し
た
事
業

�

【
２
０
１
４
万
円
】

　

寄
附
者
の
意
向
に
応
え
、
個
性
的
で
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
ま
す
。

（
平
成
２９
年
度
事
業
）

　

自
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
奨
励
金
、
出

会
い
応
援
事
業
補
助
金
、
茶
消
費
拡
大
特

別
対
策
事
業
補
助
金
、
鹿
児
島
南
部
広
域

連
携
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
・
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
物
流
構
築
事
業
負
担
金
、
川
辺
仏
壇

販
路
対
策
事
業
補
助
金
、
か
わ
な
べ
青
の

俳
句
大
会
費
、

図
書
館
図
書
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
購
入
、

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ

ク
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
対

策
事
業
費

南
九
州
市
で
は
、「
自
然
豊
か
で
創
造
と
活
力
に
満
ち
　
く
ら
し
と

い
の
ち
が
輝
く
　
こ
こ
ろ
　
や
す
ら
ぐ
ま
ち
」
を
目
標
と
し
て
、
南

九
州
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
平
成
２９
年
度
の
当
初
予
算
の
特
徴
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▲出生祝記念品 命名プレート

▲ふるさと寄附金の返礼品
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　市では、簡素で効率的な体制を構築するため、４月から組織の一部を次のとおり変更しました。

市役所の組織の一部が変わりました！
～より効果的で機能的な体制に～

【新　設】　
　これまで企画課で行っていたふるさと納税などふるさと振興に関する業務について、ふるさと振興室を新設し行っ
ていきます。また、耕地林務課の林務係で行っていた入会林野整備について、早期に事業完了させるため課内に入会
林野整備係を新設しました。

平成29年度
事　務　内　容

課 係
（知覧庁舎）

ふるさと振興室 ふるさと振興係
ふるさと納税、定住促進、地域おこし協力隊などふるさと振
興に関すること

（頴娃庁舎）

耕地林務課 入会林野整備係
入会林野整備計画の審査・適否の決定、認可および公告なら
びに登記の嘱託など入会林野整備に関すること

【統合・廃止】
　各支所の一部の係を統合しました。窓口業務などは、これまでどおり各支所で対応します。また、これまでも広報紙
などでお知らせしたとおり、365日・24時間いつでも利用できるコンビニ収納の導入に伴い、頴娃支所および川辺支所
の会計係を廃止しました。保健センターについては、頴娃・知覧・川辺の各保健センターに職員を配置していましたが、
知覧保健センターに職員を集約し、事務事業の効率化を図ります。職員は集約されましたが、各種健診などはこれまで
どおり各保健センターで実施します。

平成29年度
事　由

平成28年度
課 係 課 係

（頴娃庁舎）

頴娃支所 市民生活係 係の統合 頴娃支所
市民係
生活環境係
保険係

　〃 福祉係 係の統合 　〃 福祉係
介護高齢者係

　〃 建設水道係 係の統合 　〃 建設係
水道係

― 分室の廃止 会計課分室 会計係
（知覧庁舎）

知覧支所 市民生活係 係の統合 知覧支所
市民係
生活環境係
保険係

　〃 福祉係 係の統合 　〃 福祉係
介護高齢者係

　〃 農林係 係の統合 　〃
農政係
生産振興係
耕地林務係

農業委員会分室 農政農地係
（川辺庁舎）

市民生活課 生活環境係 係の統合 市民生活課 生活環境係
環境保全係

川辺支所 建設水道係 係の統合 川辺支所 建設係
水道係

　〃 農林係 係の統合 　〃
農政係
生産振興係
耕地林務係

農業委員会分室 農政農地係
― 分室の廃止 会計課分室 会計係

（保健センター）

健康増進課
健康推進係

係の統合 健康増進課

健康推進係
保健予防係

保健予防係 頴娃健康推進係
知覧健康推進係

[担当] 知 �総務課 行政改革推進係
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　� 　▪異動［4月１日付、係長級以上］▪

新　任 氏　名 旧　任
【係長級】

水道課参事兼業務係長 桐木平　順　一 川辺支所参事兼地域振興係長
頴娃支所参事兼市民生活係長 菊　永　英　勝 頴娃支所参事兼市民係長
頴娃支所参事兼地域包括支援係長 取　違　秋　洋 福祉事務所参事兼生活支援係長
頴娃支所参事兼建設水道係長 下　村　幸　生 頴娃支所参事兼建設係長
知覧支所参事兼市民生活係長 新　原　幸　子 知覧支所参事兼市民係長
知覧支所参事兼福祉係長 福　留　清　幸 川辺支所参事兼税務係長
知覧支所参事兼農林係長 櫛下町　浩　二 頴娃支所参事兼生活環境係長
川辺支所参事兼地域振興係長 今　村　博　文 川辺支所参事兼農政係長
川辺支所参事兼税務係長 赤　﨑　美　行 知覧支所参事兼農政係長
川辺支所参事兼農林係長 福　元　勇　一 川辺支所主幹兼生産振興係長
川辺支所参事兼建設水道係長 東　　　博　文 川辺支所参事兼建設係長
会計課参事兼会計係長 坂　元　ゆかり 会計課参事兼川辺分室会計係長
議会事務局参事兼議事係長 上　村　孝　子 頴娃支所参事兼介護高齢者係長
農業委員会事務局参事兼農地係長 上　野　　　誠 農業委員会知覧分室参事兼農政農地係長
教育総務課参事兼総務係長 辻　　　浩　昭 財政課参事兼登記係長
学校教育課参事 中　熊　一　仁 学校教育課主幹
学校教育課主幹 原　田　健太郎 学校教育課主任主査
社会教育課参事兼文化振興係長 雪　丸　俊　一 頴娃分室教育振興課参事兼教育振興係長
川辺図書室参事兼川辺図書室管理係長 藏　前　浩　和 知覧支所参事兼介護高齢者係長
保健体育課参事兼スポーツ推進係長 田　原　一　豊 知覧支所参事兼生産振興係長
保健体育課参事兼国体推進係長 轟　木　慎　一 文化財課参事兼管理係長
学校給食センター参事兼業務係長 新　原　伸　一 会計課参事兼頴娃分室会計係長
文化財課参事兼管理係長 坂　元　博　丈 頴娃支所参事兼保険係長
頴娃分室教育振興課参事兼教育振興係長 髙　田　浩一郎 市民生活課参事兼環境保全係長
南薩地区衛生管理組合川辺清掃センター所長 福　地　一　浩 農業委員会事務局参事兼農地係長

▪退職［3月 31日付］▪　� 　

吉　満　峰　治 都市計画課長
大　隣　広　子 知覧支所主任主査
堂　園　政　利 教育総務課長
浮　邉　明　人 学校給食センター参事兼業務係長
下塩入　洋　子 頴娃図書館参事
石　田　芳　子 手蓑小学校学校主事
村　方　純　子 松ヶ浦小学校学校主事
川　畑　雅　樹 学校給食センター所長
下　村　和　子 長寿介護課参事兼地域包括支援係長
溝　口　いづみ 川辺図書室参事兼川辺図書室管理係長
髙　田　弘　美 長寿介護課主任主査
松　園　光　二 保健体育課主任主事
竹　山　加奈子 企画課主任主事

東　　　　　篤 市民生活課長

德　丸　俊　治 南薩地区衛生管理組合川辺清掃センタ
ー所長

安　山　久美子 長寿介護課参事兼高齢者福祉係長兼福
祉事務所高齢者福祉係長

新　留　育　男 頴娃支所長
梅　橋　たみ子 福祉課主任主査兼福祉事務所主任主査
塗　木　博　人 知覧支所長
菊　永　克　幸 福祉事務所長
上　野　茂　治 企画課長
鶴　留　孝　一 会計管理者兼会計課長
松　窪　義　高 防災安全課長
川　原　三　健 川辺支所参事兼水道係長
上　窪　友　和 耕地林務課参事兼管理係長

▪新規採用職員［4月１日付］▪　� 　

内　園　綾　乃 知覧支所主事
西埀水　綾　香 知覧支所主事
古　川　　　遼 学校教育課主事
鍋　嶋　大　樹 保健体育課主事

平木塲　幸　士 市民生活課主事
竹　田　光　祐 市民生活課主事
戸　髙　幸　星 農政課主事
田　代　　　亮 建設課技師
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▪異動［4月１日付、係長級以上］▪　� 　

企画課長 山　脇　勝　次 福祉課長
ふるさと振興室長 別　府　　　誠 財政課参事兼財政係長
防災安全課長 古　屋　隆　弘 水道課参事兼業務係長
知覧特攻平和会館長兼世界の記憶推進室長 福　田　成　孝 保健体育課長兼Ｂ＆Ｇ海洋センター所長

市民生活課長 上　赤　秀　人
中央公民館長兼市民交流センターひまわり館長
兼頴娃分室教育振興課長兼コミュニティセン
ター頴娃文化会館長

福祉課長兼福祉事務所長 網　屋　多加幸 監査委員事務局長
長寿介護課長 東　　　成　功 長寿介護課参事兼介護保険係長
耕地林務課長 江　平　恒　博 耕地林務課参事兼耕地係長
都市計画課長 松　山　和　人 建設課参事兼維持係長
頴娃支所長 摺　木　和　文 南薩介護保険事務組合事務局長
知覧支所長兼選挙管理委員会書記長 大　隣　健　二 耕地林務課長
会計管理者兼会計課長 松　窪　和　文 長寿介護課長
監査委員事務局長 中　村　英　樹 社会教育課参事兼文化振興係長
教育総務課長 上　野　勝　郎 知覧特攻平和会館長兼世界記憶遺産推進室長
中央公民館長兼市民交流センターひまわり館長兼
頴娃分室教育振興課長兼コミュニティセンター頴
娃文化会館長

和　田　春　則 教育総務課参事兼総務係長

保健体育課長兼Ｂ＆Ｇ海洋センター所長 桑　代　睦　雄 保健体育課参事兼国体推進係長
学校給食センター所長 下　野　　　久 建設課参事兼管理係長
南薩介護保険事務組合事務局長 松　村　建　夫 会計課参事兼会計係長

新　任 氏　名 旧　任
【課長級】

新　任 氏　名 旧　任
【係長級】

財政課参事兼財政係長 浜　田　和　人 税務課参事兼納税管理係長
財政課参事兼財産管理係長 川之上　勇　一 保健体育課参事兼スポーツ推進係長
財政課参事兼登記係長 中　尾　浩　二 財政課参事兼財産管理係長
ふるさと振興室主幹兼ふるさと振興係長 山　崎　真　幸 商工観光課主任主査

世界の記憶推進室参事兼世界の記憶推進係長 朝　隈　克　博 福祉課参事兼社会福祉係長兼福祉事務所参事兼
社会福祉係長

税務課参事兼納税管理係長 樋　渡　孝　宏 議会事務局参事兼議事係長
健康増進課参事兼保健予防係長 飯　伏　譲　二 健康増進課参事兼頴娃健康推進係長
福祉課参事兼社会福祉係長兼福祉事務所参事兼社
会福祉係長 田之上　真　一 知覧支所参事兼福祉係長

福祉課参事兼児童福祉係長兼第一児童館長兼福祉
事務所参事兼児童福祉係長 福　迫　さとこ 健康増進課参事兼知覧健康推進係長

長寿介護課参事兼介護保険係長 中　礼　りえ子 福祉課参事兼児童福祉係長兼第一児童館長兼第
二児童館長兼福祉事務所参事兼児童福祉係長

長寿介護課参事兼地域包括支援係長 福　元　睦　美 頴娃支所参事兼地域包括支援係長
長寿介護課参事兼高齢者福祉係長兼福祉事務所参
事兼高齢者福祉係長 岩　﨑　和　利 畜産課参事兼畜産振興係長

福祉事務所参事兼生活支援係長 峯　苫　浩逸郎 健康増進課参事兼保健予防係長
農政課参事兼農政係長 山　下　剛　志 農業委員会川辺分室参事兼農政農地係長
耕地林務課参事兼管理係長 中　野　俊　裕 川辺支所参事兼耕地林務係長

耕地林務課参事兼耕地係長 東垂水　忠　二 世界記憶遺産推進室参事兼世界記憶遺産推進係
長

耕地林務課参事兼林務係長 福　永　英　行 知覧支所参事兼生活環境係長
耕地林務課参事兼入会林野整備係長 福　永　正　司 農政課主任主査
茶業課参事兼流通対策係長 難　波　孝　幸 農政課参事兼農政係長
畜産課参事兼畜産振興係長 折　尾　武　志 知覧支所参事兼保険係長
建設課参事兼管理係長 上　之　進　一 頴娃支所参事兼水道係長
建設課参事兼維持係長 吉　原　孝　一 知覧支所参事兼耕地林務係長
建築住宅課参事兼建築係長 下　野　浩　巳 建築住宅課参事兼学校営繕係長
建築住宅課主幹兼学校営繕係長 村　田　拓　之 建築住宅課主任主査

平成29年度

市 役 所 の 人 事 異 動
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　別府中学校では、中村順人校長が「校訓（向学・友
愛・鍛錬）を忘れず、この学校の卒業生だといつでも
胸を張って欲しい」と式辞。卒業生代表の吉永葵

きりゅう

竜さ
んが「仲間と歩んできたことを誇りに、夢の実現に向
け未来を切り開いていきたい」と話しました。

　市内小・中学校の卒業式が、３月14日に中学校、３月23日に小
学校で行われました。今年度は小学校320人、中学校327人の児童・
生徒が卒業。それぞれの学校で、先生や在校生、保護者、地域の
方など、多くの方に見送られ、思い出の校舎に別れを告げました。

　知覧小学校では、種子島潔校長が「ありがとうを
声に出し感謝の気持ちを伝え、人との関わりを大切
にしながら自分の良さを伸ばして欲しい」と式辞。
卒業生は全員で、先生には感謝の言葉を、保護者に
は「ありがとう。これからもよろしく」と伝えました。

　３月16日、市、市茶業振興会、ＪＡいぶすき、Ｊ
Ａ南さつまの共同記者会見で、知覧茶統一ならびに
ロゴマークを発表しました。市長は「銘柄統一で国
内最大の茶ブランドが誕生し、ブランド力向上を目
的にロゴマークを作成した」と話し、市茶業振興会
の後藤正義会長が「10年かけて統一できた。市一丸
となって流通市場の変化に対応し、海外も視野に販
路拡大に努めたい」と語りました。

新 ～４月１日より市茶銘柄「知覧茶」に統一～
たなる「知覧茶」のスタート

大 ～市立小・中学校卒業式～
切な絆と夢を心に未来への船出

　また、同日の午後「第９回南九州市茶業振興大会」が、
知覧中央保育園児による舞踊と茶育研究発表のオープ
ニングで和やかに開催され、茶業功労者や茶品評会上
位入賞者への表彰などが行われました。終盤には「茶
銘柄統一による団結、信
頼される茶産地づくり、
世界に向けた日本茶の情
報発信、次世代へつなぐ
茶業経営の確立」を大会
宣言し、盛大な拍手で採
択されました。

▲�中学校生活で育まれた強い絆でつながる別府中学校 34人の卒業生。卒
業の喜びと感謝の気持ちを込めて「旅立ちの日に…」を合唱しました。

▲�第 132回の卒業生 46人。６年間の思い出や感謝の気持ちを卒業生全員
で伝え、「旅立ちは未来への船出、夢への第一歩」と話し卒業しました。

▼�銘柄統一とロゴマークを発表した共同記者会見。左より蔵元市議会議長、後
藤市茶業振興会会長、市長、西村仁ＪＡいぶすき組合長、柚木弘文ＪＡ南さつ
ま組合長。

▲�力強い宣言をする三人（写真中央左より室屋翼川辺青年代表、宮原健会
長（知覧茶業青年の会）、永山和博会長（頴娃茶業青年の会））。

▲�元気よく華やかに茶育の研究発表を
する知覧中央保育園の園児たち。
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　知覧町永里に工場を持つ日亜化学工業（株）より
ＬＥＤ映像表示装置が市に贈られ、３月27日、知覧
文化会館で贈呈式が開催されました。この装置は知

覧平和公園に設置
され、「知覧平和
公園マルチビジョ
ン」として、来場
者に美しい映像と
共に市の情報をお
届けします。

知 ～ＬＥＤ映像表示装置贈呈式～
覧平和公園マルチビジョン

▲�知覧平和公園マルチビジョンの前に立つ、
日亜化学工業（株）と関係者の皆さん。

　３月26日、知覧金山水車インターで南薩縦貫道
「知覧道路」開通式が開催。多くの関係者が出席し、
知覧無双太鼓暁や川辺高校・知覧中学校合同吹奏楽

部の演奏も披露さ
れ、待望の全線開
通を祝いました。
今後、南薩地域の
さまざまな面での
貢献に期待されま
す。

待 ～南薩縦貫道「知覧道路」開通式～
望の南薩縦貫道全面開通

▲�川辺高校・知覧中学校合同吹奏楽部の演奏
に見送られた通り初め式。

　３月24日、知覧武家屋敷通り南側に整備された“竹
林の道”の完成式典が開催。これは、景観保全のため
放置竹林を整備している知覧町たけのこ振興会が設

置したものです。
会長の射手園武也
さんは「観光客に
散策してもらった
り、地域住民の憩
いの場となれば」
と話しました。

ち ～武家屋敷と調和した風景が展望できます～
らんたけのこの里「竹林の道」完成

▲�式典後、出席者で散策すると子供たちは元
気いっぱいに駆け回っていました。

　３月11日、鹿児島県川辺仏壇協同組合創立80周
年・伝統的工芸品指定40周年の記念式典と、展示会
場“川辺仏壇工芸会館”の落成式が行われ、展示物や

新商品がお披露目
されました。原口
和秋理事長は「技
術存続のため、後
継者育成や新商品
開発に尽力した
い」と話しました。

組 ～「川辺仏壇工芸会館」の落成～
合創立80周年記念式典開催

▲�テープカットする原口理事長、三反園県知
事、市長。展示会場の見学は組合（0993-
56-0240）まで。

　３月12日、知覧町塗木自治会内で ｢塗木菜の花まつ
り｣ が開催。辺り一面に広がる菜の花畑では、毎年恒
例のポニーレースやトラクターによる散策が行われ、

昼食時には知覧中
央保育園児による
太鼓や鹿児島市平
川の方によるフラ
ダンス、薩南工業
高校吹奏楽部の演
奏などがまつりを
盛り上げました。

菜 ～第16回塗木菜の花まつり～
の花畑が春を告げる

▲�菜の花の香りを楽しみながらトラクター散
策。子どもたちも手を振りうれしそうでした。

　３月３日、ＪＡ津軽みらいの工藤尚人青果部長ら
が訪れ贈呈式が行われました。子どもたちの食育と
りんごのＰＲを目的に平成21年以降、市内の小・

中学校に贈られて
います。知覧小学
校の橋本桃羽さん
が「毎年りんごを
届けていただきあ
りがとうございま
す」とお礼を述べ
ました。

青 ～市内各小・中学校にりんごの贈呈～
森県からりんごの贈り物

▲�工藤青果部長（右端）は「これからもおい
しいりんごを届けます」とあいさつされまし
た。
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　３月17日に南九州市頴娃町鰻種苗採捕組合が、頴
娃町御領の馬渡川でウナギの放流を行いました。同
組合は、資源増殖のため毎年この放流活動を行って

います。当日は、
九玉小学校６年生
の児童たちが「無
事に親ウナギに
育ってほしい」と
願いを込めて大切
に放流しました。

大 ～ウナギの放流～
きく育てと願いを込めて

▲�濵田茂久組合長は「次の世代の子どもたち
にもこのような体験をしてほしい」と話しま
した。

　３月19日、「春のうんまかもん市」が、道の駅川
辺やすらぎの郷で開催されました。知覧茶、さつま
いも、かわなべ牛など、さまざまな地元特産品が販

売され、大勢の買
い物客で賑わいま
した。また、お茶
の手もみなどの体
験コーナーも設け
られ、多くの方に
好評でした。

春  ～南九州市特産品協会主催～
のうんまかもん市開催

▲�かわなべ磨崖仏太鼓保存会の演奏がイベン
トに華を添えました。

　３月10日に木原テルさんが100歳のお誕生日を迎
えられました。木原さんは助産師の学校を卒業後、
病院で助産師の仕事をしながら、実家の農業も行っ

ていました。長生
きの秘訣は、早寝
早起きの規則正し
い生活と、薬に頼
らず自身で体調管
理をしてきたこと
だそうです。

百 ～木原テルさん（川辺町下山田）～
歳おめでとうございます

▲�「家族との会話や畑に行くことが楽しみ」と
　いう木原さんを家族と市長がお祝い。

　３月19日、第５回アグリウォークが開催されまし
た。市内外約200人の参加者が「真田幸村伝説コー
ス」をはじめとする３つのコースに分かれ、アグ

リランドえいをス
タート。地元の皆
さんの“おもてな
し”を堪能しなが
ら、早春の道を楽
しむウォーキング
となりました。

伝 ～第５回アグリウォーク～
説を訪ねて早春の道を歩く

▲雪丸自治会内にある「伝・真田幸村の墓」
　を訪ねて歩く参加者の皆さん。

　３月25日、上野ミキさんが100歳の誕生日を迎え
られました。28日、塗木市長が施設を訪問し、家族
や施設の皆さんと共に長寿をお祝いしました。踊り

と歌が大好きな上
野さんに長生きの
秘訣を伺うと「農
業で体を動かして
いたこととハチミ
ツを食べること」
だそうです。

百 ～上野ミキさん（知覧町東別府）～
歳おめでとうございます

▲�家族に囲まれて、嬉しそうな上野さん。

　３月14日に益田ノブさんが100歳のお誕生日を迎
えられました。益田さんは学校を卒業後、神戸・熊
本・鹿児島市に奉公に出て働き、掃除や買い物、料

理などを行ってい
ました。長生きの
秘訣は、散歩や草
むしりなどをして
体を動かすこと
や、好き嫌い無く
よく食べることだ
そうです。

百 ～益田ノブさん（川辺町今田）～
歳おめでとうございます

▲�益田さんは「読書や散歩、庭の畑の草むし
りが楽しみ」と話してくれました。
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■
期
間
＝�

５
月
３
日
（
水
）
～
５
日
（
金
）

（
３
日
間
）

■ 

内
容
＝
大
抽
選
会
／
先
着
プ
レ
ゼ
ン
ト

／
地
域
特
産
物
・
特
産
品
特
売
／
日
替

わ
り
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
／
商
工
会
テ

ナ
ン
ト　

な
ど

※�

詳
し
く
は
、
５
月
初
旬
の
新
聞
折
り
込

み
チ
ラ
シ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
問
］道
の
駅
「
川
辺
や
す
ら
ぎ
の
郷
」

　
　

☎
０
９
９
３-

58-

３
１
３
１

南
九
州
市
戦
没
者
追
悼
式

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
日
時
＝
５
月
17
日
（
水
）
午
前
10
時
～

■
場
所
＝
知
覧
文
化
会
館

［
担
当
］川
福
祉
事
務
所�

社
会
福
祉
係

ば
ん
ど
こ
ろ絶

景
祭
り 

２
０
１
７

■
日
時
＝�

５
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時

■ 

内
容
＝
ご
っ
そ
い
マ
ル
シ
ェ
／
シ
ー

ホ
ー
ウ
ォ
ー
ク
／
絶
景
コ
ン
サ
ー
ト
／

体
験
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

■ 

場
所
＝
番
所
鼻
自
然
公
園�

ア
コ
ウ
の

広
場　

※
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止

■ 

駐
車
場
＝
公
園
お
よ
び
別
府
小
学
校

（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
）

［
問
］�Ｎ
Ｐ
О
法
人
頴
娃
お
こ
そ
会
事
務
局

（
い
せ
え
び
荘
内
）

　
　

☎
０
９
９
３-

38-

０
１
６
０

■
期
間
＝
７
月
23
日
（
日
）
～
30
日
（
日
）

■
派
遣
国
＝
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国

■ 

内
容
＝
農
村
で
の
交
流
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動
視
察
な

ど
。

■ 

応
募
資
格
＝
（１）
中
学
校
・
高
等
学
校
に

在
学
中
で
20
歳
未
満
の
方
。
（２）
青
年
海

外
協
力
隊
な
ど
国
際
協
力
に
興
味
が
あ

り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方
。
（３）
ラ
オ

ス
人
民
民
主
共
和
国
に
渡
航
経
験
の
無

い
方
。
（４）
参
加
す
る
こ
と
に
保
護
者
、

学
校
長
の
承
諾
が
あ
る
方
。
（５）
保
護
者

が
南
九
州
市
民
で
あ
る
方
。

■ 

募
集
人
員
＝
１
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
面
接
な
ど
実
施
）

■ 

費
用
＝
15
万
円
程
度
（
う
ち
市
が
半
額

程
度
助
成
）

■ 

申
込
方
法
＝
４
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、

担
当
係
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］川
社
会
教
育
課�

社
会
教
育
係

川
辺
ふ
れ
あ
い
農
園　
使
用
者

募
集

■
使
用
料
（
１
区
画
・
年
額
）
＝

・
団
体
用
（
50
㎡
）：
６
千
円

・
個
人
用
（
25
㎡
）：
３
千
円

・
車
い
す
使
用
者
用
（
10
㎡
）：
１
千
円

■ 

利
用
期
間
＝
７
月
１
日
～
翌
年
６
月
30

日
（
１
年
間
）
※
随
時
の
受
付
も
可
能

■
利
用
時
間
（
開
園
時
間
）
＝

　

午
前
８
時
～
午
後
７
時

■ 

申
込
方
法
＝
担
当
係
ま
た
は
道
の
駅

「
川
辺
や
す
ら
ぎ
の
郷
」
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
５
月

12
日
（
金
）
ま
で
に
担
当
係
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］頴
農
政
課�

農
政
係

　
　
　

川
支
所�

農
林
係

農
産
加
工
技
術
研
修
会

■ 

日
時
＝
６
月
22
日
（
木
）、
７
月
27
日

（
木
）　

午
前
９
時
～
正
午

■
内
容
＝
め
ん
つ
ゆ
作
り

■
定
員
＝
各
10
人
（
先
着
順
）

■ 

場
所
＝
川
辺
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

（
川
辺
町
永
田
）

■ 

費
用
＝
実
費
（
材
料
費
を
参
加
者
で
均

等
負
担
）

■ 

申
込
方
法
＝
５
月
22
日
（
月
）
ま
で
に

担
当
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］川
支
所　

農
林
係

文
化
庁
伝
統
文
化
親
子
教
室

事
業
生
徒
募
集

～
装
道
和
装
礼
法
親
子
教
室
～

　

浴
衣
な
ど
の
着
付
け
や
、
和
装
に
よ
る

日
常
の
生
活
の
マ
ナ
ー
な
ど
伝
統
文
化
を

学
び
ま
す
。（
受
講
料
無
料
）

■
期
間
＝
６
月
10
日
（
土
）
～
10
回

　
　
　
　
（
第
２
・
第
４
土
曜
日
）

■
場
所
＝
ひ
ま
わ
り
館

■
時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時

■
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
大
人

■ 

申
込
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
し
た
用
紙
を
６
月
２
日
（
金
）

ま
で
に
ひ
ま
わ
り
館
へ
FAX
ま
た
は
直
接

提
出
く
だ
さ
い
。

　
FAX
０
９
９
３-

56-

０
６
０
９

■ 

講
師
＝
松
山
洋
子
（
公
益
社
団
法
人
全

日
本
き
も
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
会

員
）

［
問
］ひ
ま
わ
り
館

知…知覧庁舎☎0993-83-2511　川…川辺庁舎☎0993-56-1111　頴…頴娃庁舎☎0993-36-1111

催
　
し

道
の
駅
「
川
辺
や
す
ら
ぎ
の
郷
」

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア

募
　
集

世
界
へ
飛
び
出
す
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
ラ
オ
ス 
in 
参
加
者 

募
集
！

ぜひ、お越し
ください

13 〚広報〛 　平成29年4月号



知…知覧庁舎☎0993-83-2511　川…川辺庁舎☎0993-56-1111　頴…頴娃庁舎☎0993-36-1111

南九州市市制施行10周年記念
出場・観覧希望者大募集

「ＮHKのど自慢」

平成29年4月号　〚広報〛 14

〈お問合せ先〉【出場】ＮＨＫ鹿児島放送局企画編成部　TEL 099-805-7114（平日 午前10時～午後6時30分）
　　　　　　【観覧】南九州市役所総務課総務人事係　TEL 0993-83-2511（平日 午前8時30分～午後5時15分)
※ご応募の際にいただいた個人情報は選出・抽選の結果のご連絡のほか、ＮＨＫでは受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

【郵便料金改定について】
※6月1日から郵便料金が変更になります。往復はがき：104円⇒124円
［5月31日までに投函する場合］
　返信面の郵便料金（62円）が不足しないようにご注意ください。
［6月1日以降に投函する場合］
　往信面・返信面とも郵便料金が不足しないようにご注意ください。

入場無料。
「郵便往復はがき（私製を除く）」に以下を記入してお申
し込みください。
「往信用裏面」
⑴�郵便番号　⑵�住所　⑶�名前　⑷�電話番号
「返信用表面」
⑴�郵便番号　⑵�住所　⑶�名前
　申込先　〒897-0392
　　　　　　南九州市知覧町郡6204
　　　　　　南九州市役所総務課「のど自慢・観覧」係
　申込締切　平成29年6月15日（木）必着

※�応募多数の場合は抽選の上、入場整理券（1枚で2人
入場可）を6月23日（金）ごろに発送します。
※�記入に不備があった場合は無効になりますのでご注
意ください。
※�「返信用裏面」には抽選結果を印刷しますので、白紙
のままお送りください。紙・シールなどの貼り付け、
修正液のご使用もご遠慮ください。
※�インターネットオークションなどでの転売を目的と
したお申込みは固くお断りいたします。
　�なお、売買を目的としたお申込みであると判明した
場合には、抽選対象外とさせていただきます。

「郵便往復はがき（私製を除く）」に以下を記入してお申
し込みください。
「往信用裏面」
⑴�郵便番号　⑵�住所　⑶�名前（ふりがな）　⑷�年齢
⑸�性別　⑹�電話番号　⑺�職業�※具体的に｡ 中学生・
高校生・大学生は部活動なども記入　⑻�歌う曲名とそ
の歌手名　⑼�選曲理由
「返信用表面」
⑴�郵便番号　⑵�住所　⑶�名前
　申込先　〒892-8603（住所不要）
　　　　　　　　ＮＨＫ鹿児島放送局
　　　　　　　　「のど自慢・出場」係
　申込締切　平成29年5月25日（木）必着

※�応募多数の場合は250組を選出の上、6月23日（金）
ごろご案内を発送します。
※�中学生以上の方で、原則としてアマチュアの方が対
象です。（中学生は予選会・本選どちらも要保護者同
伴。保護者の名前と電話番号もご記入ください。）
※�応募は１人（組）１通に限ります。
　�グループでお申し込みの場合は出場者全員の名前（ふ
りがな）、年齢、性別、職業を明記の上、代表者がお
申し込みください。
※�応募後の曲目、出場者の変更は出来ません。
※�記入に不備があった場合は無効になりますのでご注
意ください。
※�「返信用裏面」には選出結果を印刷しますので、白紙
のままお送りください。紙・シールなどの貼り付け、
修正液のご使用もご遠慮ください。

出場申込方法 観覧申込方法

■日　時　平成２９年７月９日（日）
　◎開　　場　午前１１時　　　◎開　　演　午前１１時４５分
　◎終演予定　午後１時３０分
　【予選会】　７月８日（土）　開会／午前１１時４０分
　　　　　　結果発表／午後５時３０分頃予定（当日発表）
■場　所　南九州市川辺文化会館
■出　演　予選を通過した２０組のみなさん
　　　　　《ゲスト》田川寿美さん、三山ひろしさん
　　　　　《司　会》小田切　千　アナウンサー
■主　催　ＮＨＫ鹿児島放送局、南九州市

田川寿美さん 三山ひろしさん



■日時＝５～７月（それぞれ全10回）

■場所＝知覧武道館
■受講料＝1,000円
■申込方法＝５月８日（月）までに担当係または頴娃・知覧
文化会館にある申込書に必要事項を記入・押印し、受
講料を添えて提出

※定員になり次第、締め切ります。（先着順）
※今回から両教室の同時申し込みを受け付けます！

［担当］川保健体育課�市民体育係

普段使わない筋肉を伸
ばし、ゆったりとした呼吸
法で心身共にリラックス。

体力アップ、骨盤矯正、
冷え性予防、ストレス解
消、ダイエットにつながる
汗を一緒に流しませんか。

教室名 曜　日 時　間
健康ヨガ教室 毎週火曜日 午後８～９時
脂肪燃焼教室 毎週水曜日 〃

知
覧
ね
ぷ
た
祭

　
知
覧
ね
ぷ
た
祭

を
盛
り
上
げ
る

各
ね
ぷ
た
山（
団

体
）で
は
、ね
ぷ
た

運
行
を
一
緒
に
手

伝
っ
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。団
体
へ
加

入
さ
れ
た
い
方
や

興
味
の
あ
る
方
は

各
ね
ぷ
た
山
の
代

表
者
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
例
年
、笛

や
太
鼓
、す
り
鐘
で
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
方

も
募
集
し
ま
す
が
、一
般
の
方（
高
校
生
以
上
）

は
、い
ず
れ
か
の
ね
ぷ
た
山（
団
体
）に
所
属
し
て

く
だ
さ
い
。

ねぷた山一覧
ねぷた山 代 表 者 連 絡 先

稲新会（JA） 中 原 新 一 南さつま農協知覧支所
　☎84-1511　

田代ねぷた 田 代 治 之 田代住建
　☎83-2786　

新進会 徳 満 義 弘 南薩食鳥株式会社
　☎83-2086　

熱烈祭組 安 藤 賢 司 ヘアーサロンあんどう
　☎83-2601　

霜出もつけ会 松久保良博 ☎84-1769
（携帯090-8395-9890）

「
ね
ぷ
た
会
員
」募
集
　
祭
り
開
催
を
記
念
し
て
、期
間
限
定「
ね
ぷ
た
」「
ゴ
ッ
ソ

イ
ま
つ
り
」の
ロ
ゴ
入
り
ポ
ロ
シ
ャ
ツ・Ｔ
シ
ャ
ツ
を
販
売
し

ま
す
。

　
個
人
ま
た
は
職
場
単
位
で
、ぜ
ひ
、ご
購
入
く
だ
さ
い
。

ね
ぷ
た

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
１
枚
２
５
０
０
円

（
サ
イ
ズ
SS
～
３
Ｌ
）

Ｔ
シ
ャ
ツ
１
枚
２
０
０
０
円

（
ジ
ュニ
ア
の
み・サ
イ
ズ
120
～
150
）

※�

色
は
ど
ち
ら
も「
ネ
イ
ビ
ー

（
濃
紺
）」の
み
。

※
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
申
込
者
限
定
で

す
。購
入
希
望
者
は
５
月
20
日

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
申
込
・
販
売
場
所
＝
く
ら
も
と
写
真
館（
☎
83-

２
３
２
６
）

ゴ
ッ
ソ
イ
ま
つ
り

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
１
枚
２
５
０
０
円

（
サ
イ
ズ
SS
～
３
Ｌ
）

※�

色
は「
ラ
イ
ム
グ
リ
ー
ン
」の

み
。

※
販
売
場
所
＝
商
工
会
頴
娃
支
所

（
☎
36-

０
３
８
０
）、え
い
ス

ポ
ー
ツ（
☎
36-

２
５
６
９
）、

衣
料
百
貨
は
ら
だ（
☎
38-

０
０
４
０
）

　
数
量
限
定
で
す
。市
役
所
で
は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、各
販
売
場
所
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

[

問]

ね
ぷ
た　
知
覧
ね
ぷ
た
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

 

ゴ
ッ
ソ
イ
ま
つ
り

�

え
い
の
ゴ
ッ
ソ
イ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

�

（
共
に
、知
商
工
観
光
課
内
）

ゴ
ッ
ソ
イ
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

ね
ぷ
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
・
Ｔ
シ
ャ
ツ

販
売
し
ま
す
! !

後

前前

後
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　南九州市市制10周年を記念して、フォトコンテストを開催
します。
■テーマ＝南九州市で撮った“心が動いたこの瞬間”
■ 部門＝一般部門、市の木・花部門、未来に残したい南九州
市部門

■ 応募プリントサイズ＝カラー、モノクロプリントで四つ切
（ワイド可）またはA4の単写真

■応募点数＝応募者一人につき、各部門１点まで
■応募資格＝住所、年齢を問わず、どなたでも応募できます。
■参加料＝無料
■応募期間＝5月22日（月）～ 9月20日（水）当日必着
■ 応募方法＝写真裏面に氏名、上下（天地）を記入し、応募
票をセロハンテープで添付の上、送付または持参ください。

■賞金＝
○�一般部門：最優秀賞5万円（1点）、優秀賞3万円（3点）、佳
作1万円（5点）
○市の木・花賞（桜・お茶・ひまわり）：1万円（3点）
○未来に残したい南九州市賞：1万円（1点）
※�ただし、高校生以下の場合は賞金に代えて図書券などとし
ます。

■表彰＝12月3日（日）10周年記念式典にて表彰予定
※�表彰式出席に伴う交通費などは支給しません。（自己負担）
詳しくは、市ホームページをご覧になるか、担当係に問い合
わせください。

2017 南九州市フォトコンテスト作品募集！

［担当］知企画課�広報統計係

平成29年度  前期
健康ヨガ教室・脂肪燃焼教室



地
域
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
地

域
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
事
業
に
対

し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■ 

対
象
団
体
＝
自
治
会
、
地
区
公
民
館
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
な
ど

■
対
象
事
業
お
よ
び
補
助
金
額
＝

〇�

ま
ち
づ
く
り
実
践
事
業
：
当
該
経
費
の

５
割
以
内
で
、
上
限
20
万
円

〇�

ま
ち
づ
く
り
人
材
養
成
事
業
：
当
該
経

費
の
６
割
以
内
の
額

　

・
国
内
研
修　

10
万
円
を
限
度

　

・
海
外
研
修　

30
万
円
を
限
度

◯�

テ
ー
マ
設
定
型
実
践
事
業
：
当
該
経
費

の
10
割
以
内
で
、
上
限
10
万
円

■ 

申
請
方
法
＝
計
画
書
や
見
積
書
な
ど
の

必
要
書
類
を
担
当
係
へ
提
出

■
申
請
期
限
＝
５
月
31
日
（
水
）

［
担
当
］知
企
画
課�

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

や
障
害
が
あ
る
方
の
た
め
に
利
用
す
る
軽

自
動
車
な
ど
を
対
象
に
、
申
請
に
よ
り
軽

自
動
車
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

障
害
者
１
人
に
つ
き
１
台
で
す
。
ま
た
、

自
動
車
税
と
軽
自
動
車
税
の
両
方
の
免
除

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※�

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
18
歳
未

満
の
方
、
療
育
手
帳
（
Ａ
１
・
Ａ
２
）

ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
級
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
生
計
を

一
に
す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な

ど
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
限
＝
５
月
24
日
（
水
）

※�

期
限
を
過
ぎ
る
と
平
成
29
年
度
の
免
除

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の
＝

　

�

障
害
者
手
帳
な
ど
、
運
転
免
許
証
、
車

検
証
、
印
か
ん

※�

前
年
度
に
軽
自
動
車
税
の
免
除
を
受

け
、
申
請
内
容
に
変
更
の
な
い
方
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�
障
害
の
等
級
に
よ
り
、
免
除
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当

係
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］頴
税
務
課�
市
民
税
係

　
　
　

川
・
知
支
所�
税
務
係

市
内
体
育
施
設
の
運
用
変
更

　

４
月
１
日
か
ら
南
九
州
市
内
の
体
育
施

設
（
体
育
館
・
運
動
場
）
の
取
り
扱
い
が

変
わ
り
ま
し
た
。

①
月
曜
日
は
、
休
館
（
場
）。

※�

た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

利
用
で
き
ま
す
。

②
日
曜
日
の
利
用
は
、
午
後
５
時
ま
で
。

☆�

健
康
維
持
と
体
力
ア
ッ
プ
に
体
育
施
設

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

［
問
］
川
保
健
体
育
課�

市
民
体
育
係

頴
娃
歴
史
民
俗
資
料
館

　

４
月
１
日
か

ら
頴
娃
歴
史
民

俗
資
料
館
を
ご

見
学
い
た
だ
く

場
合
は
、
事
前

連
絡
と
申
請
が

必
要
に
な
り
ま

し
た
。

①�

事
前
連
絡
＝
見
学
希
望
日
の
な
る
べ
く

５
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②�

使
用
申
請
＝
見
学
前
に
簡
単
な
申
請
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
当

日
は
印
か
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③�

そ
の
他
＝
見
学
は
無
料
。
た
だ
し
、
土

日
・
祝
日
や
年
末
年
始
な
ど
見
学
で
き

な
い
日
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］�知
文
化
財
課�

管
理
係
（
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
知
覧
内
）

　
　
　

☎
０
９
９
３-

83-

４
４
３
３

生
ご
み
処
理
機
な
ど
の

購
入
補
助

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
生
ご
み
処
理

機
な
ど
の
購
入
に
対
し
、
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
補
助
対
象
＝
29
年
度
に
購
入
す
る

①�

電
動
生
ご
み
処
理
機
（
各
世
帯
１
台
ま

で
）

②
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器（
各
世
帯
２
基
ま
で
）

■ 

補
助
率
＝
購
入
金
額
の
２
分
の
１
で
限

度
額
が
２
万
円
、
１
０
０
円
未
満
は
切

り
捨
て
と
な
り
ま
す
。

■ 

持
参
す
る
も
の
＝
①
領
収
書
、②
通
帳
、

③
申
請
者
の
印
か
ん
、
④
電
動
生
ご
み

処
理
機
の
場
合
、取
扱
説
明
書
の
型
番
、

仕
様
ペ
ー
ジ
の
写
し
と
設
置
状
況
写
真

［
担
当
］川
市
民
生
活
課�

生
活
環
境
係

　
　
　

頴
・
知
支
所�

市
民
生
活
係

５
月
12
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

活
動
強
化
週
間
（
５
月
12
～
18
日
）

広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
常
に
住
民

の
立
場
に
た
っ
て
、
安
心
で
暮
ら
し
や
す

い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
関
係
機

関
・
団
体
な
ど
に
も
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
そ
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
委
員
自
ら
の
意
識
を
高
め
る
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

［
担
当
］川
福
祉
課��

社
会
福
祉
係

　
　
　

頴
・
知
支
所��

福
祉
係

知…知覧庁舎☎0993-83-2511　川…川辺庁舎☎0993-56-1111　頴…頴娃庁舎☎0993-36-1111

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
課
税
免
除
申
請
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ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ

家
屋
侵
入
防
止
剤
支
給
助
成

　

市
で
は
、
薬
剤
購
入
に
対
し
て
７
割
補

助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■�

対
象
者
＝
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
発

生
地
区
内
の
居
住
者
ま
た
は
家
屋
管
理

者
（
事
業
所
は
補
助
対
象
外
）

■�

申
請
方
法
＝
印
か
ん
を
持
参
の
上
、
担

当
係
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

自
治
会
長
が
と
り
ま
と
め
て
申
請
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※�

自
治
会
共
同
防
除
に
限
り
、
薬
剤
（
ミ
リ

ペ
ー
ダ
、
ヤ
ス
デ
乳
剤
）
を
無
償
で
配

布
し
ま
す
。
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
注
意
）

　

発
生
地
区
拡
大
の
原
因
は
、
人
為
的
な

移
動
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
発
生
地
区
か
ら

根
付
き
植
物
、
鉢
植
え
な
ど
を
極
力
持
ち

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
持

ち
出
す
場
合
は
、
移
動
前
に
薬
剤
で
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］川
市
民
生
活
課�

生
活
環
境
係

　
　
　

頴
・
知
支
所�

市
民
生
活
係

あ
な
た
の
自
立
を
支
援
す
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

　

最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る
方
を
、
生
活

保
護
に
い
た
る
前
の
段
階
で
こ
ま
や
か
に

支
援
し
ま
す
。
生
活
に
困
っ
た
と
き
は
、

担
当
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
自
立
相
談
支
援
事
業
】

　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
が
、
生
活
保

護
を
受
給
す
る
こ
と
な
く
、
早
い
段
階
で

自
立
し
た
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
支
援
員

が
相
談
を
受
け
、
問
題
に
対
応
し
た
支
援

を
提
案
し
ま
す
。

【
住
居
確
保
給
付
金
】

　

離
職
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
方
や
住
居

を
失
う
恐
れ
の
あ
る
方
が
、
安
心
し
て
就

職
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
期
限
付
き
で
家

賃
相
当
を
支
給
し
ま
す
。

■�

対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
リ
、
65
歳
未

満
で
離
職
し
て
２
年
以
内
の
方

※�
資
産
な
ど
の
状
況
に
よ
り
、
給
付
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

［
担
当
］川
福
祉
事
務
所�

生
活
支
援
係

県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

　

県
が
設
置
す
る
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参

画
地
域
推
進
員
に
、
南
九
州
市
か
ら
４
人

の
方
が
委
嘱
さ
れ
、
市
や
地
域
の
各
種
関

係
団
体
な
ど
と
協
力
・
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
男
女
共
同
参
画
の

推
進
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
推
進
員
＝

　

大
隣　

初
美
さ
ん
（
知
覧
町
）

　

岡
村
も
も
子
さ
ん
（
頴
娃
町
）

　

藤
下　
　

勲
さ
ん
（
頴
娃
町
）

　

井
上　

陽
子
さ
ん
（
新
規
・
川
辺
町
）

［
担
当
］�知
企
画
課��

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

南
九
州
市
土
地
利
用
対
策
要
綱

　

適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を
図
る

た
め
に
、
法
令
な
ど
の
適
用
を
受
け
な
い

開
発
行
為
に
つ
い
て
、
一
定
の
基
準
を
定

め
、
安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
南
九
州
市
土

地
利
用
対
策
要
綱
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
市
へ
の
協
議
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

■
施
行
日
＝
５
月
１
日

■
対
象
と
な
る
開
発
行
為
面
積
＝

○
都
市
計
画
区
域
内�

１
０
０
０
㎡
以
上

○
都
市
計
画
区
域
外�

３
０
０
０
㎡
以
上

■�

提
出
す
る
書
類
＝
位
置
図
、
地
積
図
、

現
況
図
、
計
画
平
面
図
、
各
種
施
設
設

計
図
、
排
水
系
統
図
な
ど

※�

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
担
当
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］�知
都
市
計
画
課�

都
市
計
画
係

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
の
設
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

　

本
市
に
設
置
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
に
つ
い
て
、
計
画
段
階
か

ら
災
害
防
止
、
景
観
保
全
、
環
境
保
全
へ

の
配
慮
事
項
を
示
し
、
適
正
な
設
置
な
ど

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
今
回
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
施
設
の
設
置
を
計
画
さ
れ
て
い
る

事
業
所
の
方
は
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、

書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
適
用
日
＝
５
月
１
日

■�

対
象
と
な
る
施
設
＝
太
陽
光
、
風
力
、

水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
地
熱
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
。
た
だ
し
太

陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
計
画
面

積
１
０
０
０
㎡
以
上
の
も
の
。

■�

提
出
す
る
書
類
＝
事
業
計
画
書
、
位
置

図
、
計
画
平
面
図
、
各
種
施
設
設
計
図

な
ど

※�

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
担
当
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］�知
都
市
計
画
課�

都
市
計
画
係
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一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

届
出
が
必
要
で
す

　

次
の
土
地
取
引
面
積
で
あ
る
場
合
、
契

約
（
予
約
を
含
む
）
を
締
結
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
２
週
間
以
内
に
土
地
の
所
在
す

る
市
役
所
へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

■
土
地
取
引
面
積
＝

◯
都
市
計
画
区
域　

５
千
㎡
以
上

◯
都
市
計
画
区
域
外　

１
万
㎡
以
上

■
届
出
者
＝
土
地
取
得
者
（
買
主
な
ど
）

■ 

提
出
す
る
書
類
＝
土
地
売
買
等
届
出

書
、
位
置
図
（
縮
尺
５
万
分
の
１
以

上
の
地
形
図
）、
周
辺
状
況
図
（
縮
尺

５
千
分
の
１
以
上
の
住
宅
地
図
な
ど
）、

地
籍
図
、
契
約
書
の
写
し
な
ど

※�

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届
出

を
す
る
と
、
６
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

［
担
当
］�知
企
画
課��

企
画
係

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
で
は
、
製
造
業
を
営
む

す
べ
て
の
事
業
所
に
統
計
調
査
員
が
訪
問

し
、
従
業
者
数
や
業
務
の
内
容
な
ど
の
確

認
に
う
か
が
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
６
月
１
日
時
点
で
従

業
者
４
人
以
上
の
製
造
事
業
所
を
対
象

に
、調
査
票
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

５
月
ご
ろ
に
統
計
調
査
員
が
調
査
票
を

配
付
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
回
答
に
は
簡
単
で
安
心
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
作
成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
理
解
い

た
だ
き
、
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

［
担
当
］�知
企
画
課�

広
報
統
計
係

　

家
庭
や
職
場
、
子
育
て
や
介
護
、
Ｄ
Ｖ

や
セ
ク
ハ
ラ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

な
ど
）
の
こ
と
な
ど
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相

談
に
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
相
談
日
時
＝

○
４
月
22
日
（
土
）、
５
月
20
日
（
土
）、

　

６
月
17
日
（
土
）、
７
月
８
日
（
土
）、

　

８
月
19
日
（
土
）、
９
月
16
日
（
土
）、

　

10
月
21
日
（
土
）、
11
月
18
日
（
土
）、

　

12
月
９
日
（
土
）、

　

平
成
30
年
１
月
20
日
（
土
）、

　

２
月
17
日
（
土
）、
３
月
17
日
（
土
）

○
午
後
１
～
５
時
（
１
人
50
分
程
度
）

■
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

■
完
全
予
約
制
＝

　

☎
０
９
９
３-

83-

２
５
１
１

　
（
相
談
室
予
約
専
用
内
線
２
２
２
２
）

　

予
約
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

［
担
当
］�知
企
画
課�

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

特
設
人
権
相
談
所

　

家
庭
内
（
結
婚
、
夫
婦
、
親
子
、
離
婚
、

相
続
）
や
隣
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
日
常

生
活
全
般
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
５
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

［
問
］
鹿
児
島
地
方
法
務
局��

知
覧
支
局

　

☎
０
９
９
３-

83-

２
２
０
８

も
し
も
し
税
金
相
談
室

　

税
理
士
が
、
電
話
で
税
金
に
関
す
る
一

般
的
な
相
談
に
無
料
（
20
分
以
内
）
に
て

応
じ
ま
す
。

■�
時
間
＝
平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
土
日
・
祝
日
・
夏
期
、
年
末
年
始
な

ど
は
休
室
）

［
問
］�南
九
州
税
理
士
会
（
熊
本
市
中
央
区

大
江
５
丁
目
17
番
５
号
）

　

☎
０
１
２
０-

３
７
３-
６
７
８

相
　
談

悩
み
相
談
室

○ 気持ちのよいあいさ
つと返事をしよう！

○ 地域の行事に参加し
よう！

○ 家の手伝いや読書を
しよう！

「地域の声かけで育む心豊かな青少年」
南九州市青少年健全育成キャッチフレーズ

ふるさと体験学級茶レンジ隊
「ふるさとの伝統工芸　蒔絵を学ぼう！」

「青少年育成の日」
毎月第3土曜日

「家庭の日」
毎月第3日曜日

「 共 通 実 践 事 項 」

★青少年育成活動や地域活動な
どへ参加しやすい職場環境づく
りに努めましょう。

★子どもの新しい生活への希望
や夢を話し合いましょう。

☆携帯電話やパソコンなどに「フィルタリング」を設定しましょう！
☆携帯電話やインターネットなどの利用について，「家庭のルール」をつくりましょう！
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　南九州市みんなのまちづくり参加条例については企画課まちづくり推進係へ、各市民参加手続きの具体的な内容については各担当課へ
お問い合わせください。

南九州市みんなのまちづくり参加条例に基づき、平成29年度の実施予定をお知らせします。

市民参加の手続きについて

市民参加の対象となる政策など 市民参加の方法 実施予定 担 当 課
1 南九州市頴娃地区統合中学校開設協議 審議会など 引き続き、５月・11月に開催 教 育 総 務 課

2 第２次南九州市総合計画

市民からの施策提案 ４月～５月

企 画 課
市民会議 ５月～８月に４回程度
パブリックコメント ９月
総合計画審議会 ９月～　３回程度

3 南九州市中期財政計画 パブリックコメント ８月 財 政 課
4 南九州市食育・地産地消推進計画（第２期）の策定 パブリックコメント 11月～12月 農 政 課
5 南九州市高齢者福祉計画及び第７期介護保険事業計画の策定 パブリックコメント 12月 長 寿 介 護 課
6 地域福祉計画の策定 パブリックコメント 12月 福 祉 課
7 南九州市障害者計画及び第５期障害福祉計画の策定 パブリックコメント 12月～１月 福 祉 課
8 南九州市立幼稚園のあり方に関する検討 審議会など 平成29年度中に４回開催 教 育 総 務 課
9 南九州市立小学校の将来のあり方に関する検討 審議会など 平成29年度中に４回開催 教 育 総 務 課
10 南九州市の温泉施設のあり方に関する検討 審議会など 平成29年度中に３回開催 福 祉 課

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、文
化
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
最
適
な
保
険
で

す
。（
４
人
以
上
の
団
体・グ
ル
ー
プ
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

団体 対　　象 加入
区分 対象範囲

年　間
掛　金
（一人）

傷害保険 賠償責任保険
支払限度額
（免責金額なし）

突 然 死
葬祭費用保険
支�払�限�度�額死亡 後遺障害

（最高）
入院
（日額）

通院
（日額）

中
学
生
以
下（
特
別
支
援
学

校
高
等
部
の
生
徒
を
含
む
）

スポーツ・文化・ボ
ランティア・地域活
動

A1
団体活動
中とその
往復中

800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
対人・対物賠償合算
１事故５億円
ただし、対人賠償は
１人１億円

突然死

急性心不全、
脳内出血など

葬祭費用
180万円

上記団体活動に加
え、個人活動も対象 AW 1,450円

2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円 対人・対物賠償合算
１事故５億500万円
ただし、対人賠償は
１人１億500万円

上記以外
（個人活
動など）

100万円 150万円 1,000円 500円 対人・対物賠償合算
１事故500万円 対象外

高
校
生
以
上

スポーツ活
動、スポー
ツ活動の指
導・審判

64歳
以下 Ｃ

団体活動
中とその
往復中

1,850円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

対人・対物賠償合算
１事故５億円
ただし、対人賠償は
１人１億円

突然死

急性心不全、
脳内出血など

葬祭費用
180万円

65歳
以上 Ｂ 1,200円 600万円 900万円 1,800円 1,000円

文化・ボランティア・
地域活動、団体員
の送迎・応援など

A2 800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

全年齢 危険度の高いス
ポーツ活動 Ｄ 11,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

［
問
］（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
鹿
児
島
県
支
部

　
〒
８
９
０ｰ

０
０
６
２　
鹿
児
島
市
与
次
郎
１
丁
目
４ｰ

20

　
（
公
財
）
鹿
児
島
県
体
育
協
会
内
☎
０
９
９ｰ
８
１
３ｰ

１
１
０
８

　

http://w
w
w
.sportsanzen.org/

※�

保
険
の
申
込
用
紙
は
、
川
保
健
体
育
課
、

　

頴
・
知
教
育
振
興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（ ）

（ ）

※熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒
の場合、保険金額はA1区分と同様

※熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒
の場合、対象外

　市では、納期限内に納めている大多数の皆さんと
の公平性を確保するため、滞納処分を強化し、滞納
の解消に取り組んでいます。
◎納税に関する相談

　失業・病気などにより一度に納税することが困
難な方や収入がない方につきましては、随時、納
税相談を受け付けています。

【お問い合わせ】
　収納対策課  収納対策係（頴娃庁舎２階）

28年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数

月
差し押さ 
えを実施 
した件数

内　　　　　　　　　訳
捜索

預貯金 給与 保険 不動産 その他

4月～２月 393 326 7 15 1 44 ３

滞納⇒『０』滞納⇒『０』
ストップ
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知…知覧庁舎☎0993-83-2511　川…川辺庁舎☎0993-56-1111　頴…頴娃庁舎☎0993-36-1111

予防接種で感染症から子どもを守りましょう！
　市が費用を負担する定期予防接種の種類が増えています。接種時期がきたら、保健センターから予診票を
送付しますので、忘れずに接種しましょう！
※予防接種は、医療機関に予約をしてから接種してください。母子健康手帳を忘れずに！
※�南九州市外の医療機関でも、予防接種を受けることができます。医療機関または保健センターまでお問い
合わせください。

成人用肺炎球菌の予防接種
　成人用肺炎球菌の予防接種は、主に個人の感染症予防を目的として行うものです。
　平成 29年度対象者に予診票を送付しますので、ご本人が接種を希望される場合は、予診票を医療機関に
持参し接種を受けてください。
■対象者＝
　①平成 29年度中に 65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる方
　② 60歳以上 65歳未満で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる
　　免疫の機能に障害を有する方
※ただし、過去に 23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチンの接種を受けたことがある方は対象外です。
■予診票送付予定時期＝４月末までに送付予定です。

検 診 胃がん検診 大腸がん検診 肺がん検診 子宮がん検診 乳がん検診 特定健診 長寿健診
（75歳以上）

対 象 者 昭和53年４月１日
以前生まれの方

昭和53年４月１日
以前生まれの方

昭和53年４月１日
以前生まれの方

平成10年４月１日
以前生まれの方

昭和53年４月１日
以前生まれの方で、
前年度未受診の方

昭和18年４月２日～
昭和 53年４月１日　

生まれの方

昭和18年４月１日
以前生まれの方

料 金
（自己負担）

1,100 円 400 円 300 円 800 円 1,300 円 800 円 無　料

実施場所 各保健センター
各保健センターおよび
地区公民館など

各保健センターおよび
地区公民館など

各保健センター 各保健センター
市内各医療機関および
各保健センター

市内各医療機関

実施予定
時 期 ７・９月 ７・８月 ８月 10・11月 10・11月 ６～８月 ６～８月

平成29年度　がん検診等の日程
～安心のために年に１度は健（検）診を受けましょう～

●�現在、２人に１人はがんになる時代であり、南九州市の死因の第１位となっています。しかし診断と治療
の進歩によって、早期発見・早期治療で治せるがんが増えています。早期のがんは自覚症状がないことが
多いため、症状がなくても定期的にがん検診を受けましょう。
●がん検診は、検査費用の２割相当で受診できます。
●糖尿病や高血圧症といった生活習慣病を予防するためにも、年に１回、特定健診を受診しましょう。
●各健（検）診の受診票は、時期が来たら（実施時期の約１か月前）対象者へ送付します。
●がん検診の受診票は、今年度から対象年齢すべての方に送付します。
※今年度からがん検診および特定健診を受診するときの自己負担額を改正しました。
※特定健診は 70歳以上の方および非課税世帯の方は無料としていましたが、今年度から有料（自己負担
　800円）に改正しました。
※がん検診および特定健診の対象１年目の方は、受診料金は無料となります。
　（�胃がん・大腸がん・肺がん・乳がん検診および特定健診は今年度 40歳になる方、子宮がん検診は今年
度 20歳になる方が無料の対象となります。）

予防接種、各種健（検）診については、知覧保健センター（☎ 0993-58-7221）にお問い合わせください。
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お手数ですが
５２円切手を
お貼りください

20 3 9798
POST�CARD

フリガナ
◎ご氏名

年齢／　　　　　歳　　性別／　男・女
広報紙掲載の場合のお名前の表記

本名・匿名・イニシャル

ペンネーム（　　　　　　　　）

※記入がない場合、実名で記載させてもらいます。
◎ご住所　〒　　　－

電話（　　　　　）　　　　－

南九州市役所
企画課 行

広
報
紙
を
読
ん
だ
感
想
、
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
記

事
、
最
近
笑
っ
た
こ
と
、
身
近
な
話
題
な
ど
な
ど
、

何
で
も
け
っ
こ
う
で
す
の
で
、
お
た
よ
り
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

52
円
切
手
を
貼
っ
て
ポ
ス
ト
か
ら
郵
送
す
る
か
、

市
役
所
の
各
庁
舎
に
設
置
し
て
あ
る
『
ご
意
見
箱
』

へ
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

⬅点線に沿って切り取ってください。
（官製はがきでも可）

File.61 ～思い出をありがとう　137年の歴史に幕～

神殿小学校　閉校式
　３月12日、３月末日をもって閉校する神殿小学校で、全校児童５人の
ほか、教職員、地域住民や卒業生など約320人が出席し、閉校式が行わ
れました。
　閉校式では、古賀利大校長が「保護者、地域の方々、先輩教師の方々
の努力によって引き継がれた137年の歴史の重みを感じます」と述べ、
また、児童へ「川辺小学校、川辺中学校でも期待をもって新たな生活の

スタートを切ってください」と思いを伝
えました。その後、５人の全校児童は壇上から「大きな学校に行っても、
伝統を受け継ぐ神殿っ子として、心豊かにたくましく成長していきます。
ありがとう神殿小学校」とお別れの言葉を述べました。
　閉校式終了後には、校庭において、閉
校記念碑の除幕式が行われました。
　その後、思い出を語る会が行われ、神

殿小児童と地域の中学・高校生による力強い神殿ほたる太鼓の演奏や卒業
生などから学校への感謝の言葉の数々が紹介されました。出席した皆さん
は久しぶりに会う級友らと思い出を語り合い、最後は出席者全員で校歌を
歌って、母校に別れを告げました。

※皆さんが知りたいこと、疑問に思うことがありましたら、市役所企画課 広報統計係までお知らせください。
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南九州市の情報は、ホームページから
でもご覧になれます。
ホームページ
http://www.city.minamikyushu.lg.jp/
または携帯サイト

携帯電話からも、南九州市の情報をご
覧いただけます。インターネット接続
可能な携帯電話を利用して、南九州市
ホームページの情報の一部を検索でき
ます。

点線に沿って切り取ってください。➡
（官製はがきでも可）

◆�広報紙を読んだ感想、取り上げてほしい記事、最近笑ったこと、身近な話題など、
何でもお書きください。

◆読者アンケート
　今月号の広報紙の中で、気に入ったものの番号3�つに○印をつけてください。
　１　施政方針　　　　　２　まちの話題　　　　　３　行政情報
　４　街かど探偵　　　　５　おたより　　　　　　６　レシピ
　７　図書館だより　　　８　ケンゾウレンジャー　９　誕生・おくやみ

お
た
よ
り

毎
月
、表
紙
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

そ
の
月
の
様
子
が
伝
わ
り
、と
て

も
ス
テ
キ
な
表
紙
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
月
号
広
報
紙
の「
ケ
ン
ゾ
ウ
レ

ン
ジ
ャ
ー
」す
ご
く
役
立
ち
ま
し
た
。

　
快
眠
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
匿
名

知
覧
町
永
里　
37
歳
女
性
）

匿
名
さ
ん
、お
た
よ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。毎
月
、「
表
紙
は
何

が
い
い
か
な
」と
悩
ん
で
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、そ
の
時
々
の
様
子

が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

２
月
号
広
報
紙
の「
街
か
ど
探
偵
」

で
、南
九
州
市
の
小
学
生
が
年
間
平

均
１
３
０
冊
以
上
の
本
を
読
ん
で
い

る
と
の
事
を
知
り
、と
て
も
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。

図
書
館
は
知
識
の
宝
庫
で
、行
く

度
に
次
は
何
を
読
も
う
か
と
楽
し
み

で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

本
は
私
の
人
生
で
の
心
の
栄
養

剤・安
定
剤
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム　
エ
イ
リ
ン
さ
ん　
　

頴
娃
町
牧
之
内　
69
歳
女
性
）

エ
イ
リ
ン
さ
ん
、お
た
よ
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
立
図
書
館
は
、蔵
書
冊
数
も
南

薩
地
区
で
は
１
位
で
あ
り
、子
供
か

ら
大
人
ま
で
が
求
め
る
１
冊
に
出
会

え
る
よ
う
、本
を
揃
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
、

知
識
の
宝
庫
と
し
て
愛
さ
れ
る
図
書

館
創
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

広報紙を読んだ感想、身近な話題など『おたより』
をお寄せいただきありがとうございます。

南九州市ホームページ
（http://www.city.minamikyushu.lg.jp/）の
広報紙ページを選んで入力してください。

南九州市ホームページからも
『おたより』受け付けます

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お

た
よ
り
や
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※�

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

プレゼント品を提供いただける方を募集します。
企画課広報統計係☎ 0993-83-2511 
知覧庁舎内線 2050 まで。

当選は発送をもって
（５月22日消印有効）

を３人の方にプレゼント！

『 川浩農園　の
かわなべメロン２個入り�』

［�川浩農園 ］さんより

おたよりをくださった方の中から

®

川浩農園の川﨑浩一さんは、
地元川辺の自然を生かし、環境保
全型農業を実践中です。

道の駅「川辺やすらぎの郷」、Ａ-Ｚかわなべなどで販売中！

▢ 自家栽培
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年 金 だ よ り
平成29年度国民年金保険料について
　平成29年度の国民年金保険料額は、月額16,490円となりました。
老齢年金の受給資格期間が10年に短縮されます！
　老齢年金を受け取るために必要な期間（「受給資格期間」）は25年が必要でしたが、平成29年8月１日よ
り10年に短縮されます。
　既に65歳以上の方で、「受給資格期間」が10年以上の方には、平成29年２月末～７月末までの間に日
本年金機構から黄色の「年金請求書」が順次送られてきます。請求書が届いたら鹿児島南年金事務所や市
役所担当係までお持ちください。
※�「年金請求書」が送られてくるのは、「保険料納付済期間」と「保険料免除期間」を合わせて10年以上
が確認できる方のみです。
　�　日本年金機構では個人ごとの「合算対象期間」を把握していませんので、「合算対象期間」を含めて
10年以上ある方には送付されません。
　�　受給できる年金額は、年金保険料を納めた期間に応
じて支給される年金額が決まります。保険料を納めた
期間が長ければそれだけ年金額が多くなります。また、
国民年金の後納制度や任意加入により、年金額を増や
すことができる場合がありますので、ご相談ください。

これまで
受給資格期間25年

受給資格期間10年平成29年
8月1日以降

28年

15年

15年

〇支給あり

〇支給あり

×支給なし

〇５月11日（木）枕崎市市民会館
〇５月18日（木）ちらん夢郷館
〇５月25日（木）南さつま市役所スタジオ21
※相談時間は各会場、午前10時～午後３時

　本人以外が相談する場合、委任状が必要です。他市の
相談所でも相談可能です。移動年金相談は完全予約制の
ため、１週間前までに鹿児島南年金事務所へ予約してく
ださい。その際、基礎年金番号を尋ねられますので、年
金手帳や年金証書を手元に準備してください。

移動年金相談所

年金について分からないことがありましたら、担当係か近くの年金事務所へご確認ください。
　【お問い合わせ】川市民生活課 市民係、頴・知支所 市民生活係
　鹿児島南年金事務所　☎099-251-3111　　日本年金機構ホームページ　　http://www.nenkin.go.jp/
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こんにちは。“食改”です！！
知覧地区の食生活改善推進員より、ヘルシーレシピをご紹介し
ます。鶏肉は、高たんぱく質で、必須アミノ酸バランスがすぐ
れています♪

（4人分）
鶏肉（もも肉）　� 350ｇ
　　砂糖　� 大さじ4
　　酒　　　　� 大さじ4
　　みりん　　　� 大さじ2

　⎧
　⎜
A⎨
　⎜
　⎩濃口しょう油� 大さじ3

しょうが� 2かけ
油� 小さじ2
キャベツ� 200ｇ
かいわれだいこん� 1パック

1.�　鶏肉は、余分な脂身を除き、皮目のところに、ところどころ
フォークで穴をあけ、混ぜ合わせたAに漬けて、しばらくおく。
2.　しょうがは、せん切りにして、しばらく水につけて、水気をきる。
3.�　キャベツはせん切にし、かいわれだいこんは、根元を切り落と
し、半分に切り、混ぜ合わせる。
4.�　①の鶏肉を、漬け汁から、取り上げておく。フライパンに油を
熱し、①の鶏肉の皮目を先に焼き、こんがりと焼き目がついたら、
返して焼き、フライパンのあいている所で、しょうがを炒める。
5.�　鶏肉に火が通ったら、残ったAを加え、とろっとする位煮詰め
て、からめる。
6.　皿に鶏肉、③を盛り付け、⑤のたれを、上にかける。

栄養価
1人分

●エネルギー　239㎉
●タンパク質　21.4ｇ

●脂　　　質　6.4ｇ
●食塩相当量　2.1ｇ

鶏肉の生姜焼き
付け合せの野菜は、ドレッシング
など付けずに、鶏肉のたれと一緒
に、食べるといいですよ。

☆�私たち食生活改善推進員は、地域で食生活改善の活動をしています。地域の公民館
などで栄養教室をしたい！旬の食材を使った料理法を知りたい！等々、ご要望があ
りましたら、お知り合いの食改さんまたは保健センターへご連絡ください。



http://library.city.minamikyusyu.lg.jp

～わたしのお気に入りの本を紹介します～
　『いのちの言葉』
　　� 　著　者：日野原重明
　　� 　出版社：春秋社　　
　日野原重明先生104歳の記念講演
が知覧文化会館にてありました。
先生は車いすから立ち上がり生き

る意味、平和について多くのことを力強く話して
くださいました。この本には、生き方を考えるた
めの道標になる言葉がいっぱいです。図書館には、
約28万冊の蔵書があり、さまざまな本が皆様の来
館を待っています。ぜひ本を手に取ってください。
� 南九州市立図書館　旧館長　吉松健二

場　所 日 時　間
知覧図書館 毎週土曜日 15：00～15：30
頴娃図書館 毎週土曜日 15：00～15：30
川辺図書室 第2･4木曜日 16：00～16：30

おはなし会

☆こどもの読書週間企画☆

お　知　ら　せ

■事 例

市役所 2万円
手続き 今日中

銀
行

ATM

指示通り
100万円 引き出されていた

「お金 が 戻ってくる ので ATM に 行くように」は詐欺です

●高齢者を狙った還付金詐欺のトラブルが後を絶ちません。
●「お金が戻ってくるので携帯電話を持ってATMへ行くよう
に」と言われたら還付金詐欺です。行政や金融機関の職員
が還付金などの受け取りのためにATMの操作を行うよう
に連絡することは絶対にありません。

●「手続きは今日中」などとせかされても、慌てないことが大切
です。周囲に相談するなど、冷静に対処しましょう。一度お金
を支払ってしまうと、取り戻すのは極めて困難になります。

●不審な電話があったら、最寄りの警察や南九州市消費生活
センターなどにご相談ください（消費者ホットライン188）

ひとことアドバイス

【お問い合わせ】　南九州市消費生活センター（知商工観光課内）
　　　　　　　　知商工観光課  商工水産係、頴・川支所  地域振興係

消費生活１
１０番

『ナツカのおばけ事件簿
� 初恋ゆうれいアート』
著：斉藤　洋　　絵：かたおかまなみ
出版社：あかね書房
　今回は油絵がひとりでに完成してい
くという、なぞの依頼が…。ナツカと
パパといっしょに、少しこわくてわく
わくするおばけたいじに出発！

　　　　☆川辺親子読書会　会員募集☆川辺　　親子で読み聞かせの世界を楽しみませんか
期　間：平成29年6月～平成30年3月
日　時：毎月第1（土）午後2時～4時
　　　　（変更になる場合があります）
場　所：市民交流センター　ひまわり館
対　象：南九州市在住の乳幼児・小低学年と保護者20組
内　容：絵本の読み聞かせ・季節の工作など
会　費：子ども（乳児を除く）1人500円
申　込：5月20日（土）までに川辺図書室へ

　　　　☆新しいCD・DVDが入りました☆知覧　
【DVD】　「桐島、部活やめるってよ」
　　　　　「インサイド・ヘッド」

【C　D】　「AI/THE BEST DELUXE EDITION」
　　　　　「昭和歌謡が聴きたい！」
� など、貸出を始めました。ぜひ利用してください。

休　館　日
知覧図書館　☎0993-83-4939　㊡月曜、5/17
頴娃図書館　☎0993-27-3311　㊡火曜、5/18
川辺図書室　☎0993-56-0474　㊡火曜、5/18

　　　　4/23(日) ～ 5/12(金)
知覧　手づくりしおりを作ろう！
　　　　～自分だけのオリジナル
　　　　　しおりを作りませんか？～

平成29年4月号　〚広報〛 24
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会計課からのお知らせ

【お問い合わせ・広告代理店】（株）ホープTEL 092-716-1401

市営住宅の入居者募集受付を、
　4月24日（月）～5月12日（金）に行います。
※詳しくは、市ホームページをご覧になるか、
　担当係へお問い合わせください。

　［担当］建築住宅課  市営住宅係
　　☎0993-83-2511（知覧庁舎）

（5月）
川辺地域 知覧地域 頴娃地域
㈱西商会 （有）田代水道 （有）イセチ設備工業

（会社）56-0261 （会社）84-2140 36-2775
（自宅）56-4825 （自宅）84-0097

日曜・祝日にご家庭で緊急に水道の修繕を依頼したい場合は、
当番店を確認してご連絡ください。

南九州警察署管内における交通事故発生状況
（平成 29 年 3 月末現在）

区分 ３月中 前年比 累計

発
生

県内 585 -155 1,611

管
内

知覧 2 -3 6
川辺 5 -2 11
頴娃 4 2 8
合計 11 -3 25

死
者

県内 2 9 17

管
内

知覧 0 0 0
川辺 0 -1 0
頴娃 0 0 0
合計 0 -1 0

傷
者

県内 686 -187 1,906

管
内

知覧 2 -3 8
川辺 5 -5 14
頴娃 4 2 10
合計 11 -6 32

　ウミガメの産卵は、例年 5月から 8月にかけて確認され
ています。
　上陸から産卵を始めるまでは非常に警戒心が強く、光を
照らしたり、脅かしたりすると産卵をせずに途中で海に戻
ることがあります。この期間中は、次の点に注意してくだ
さい。
①暗くなった海岸で騒いだり、歩き回ったりしない。
　またライトの点灯やライターなどをむやみにつけない。
②海岸にゴミ（空き缶、ビニールなど）を捨てない。
③上陸中や穴掘り中のカメに絶対に近づかない。触らない。

ウミガメ保護監視実績
年度 上陸頭数 産卵頭数 卵の保護個数
26 70 頭 16頭 977個　
27 45 頭 12頭 879個　
28 41 頭 15頭 1,238個　

［担当］頴・知支所�市民生活係

ウミガメの保護にご協力を　～保護監視員からのお願い～

市営住宅（空き家）入居者募集受付

日曜・祝日水道修繕当番店



お役立ち情報
STOP!
脳卒中

▢
関係金融機関との業務連携協定式
～空家等対策事業の推進に期待されます～

鹿児島県は脳卒中の治療している受療率が全国1位（H26患者調査）、
要介護や寝たきりの主要な原因も「脳卒中」です。
南九州市を含む南薩地域は脳血管疾患で亡くなる方が多い地域であり、重点取り
組み地域として脳卒中対策推進事業を取り組んでいます。

ご存知
ですか？

脳卒中予防のため　毎日の生活で出来ること
１　減塩～みそ汁は具だくさんに　麺類の汁は残す　加工食品のとりすぎに注意
２�　野菜をたっぷり食べる～野菜にはカリウム（余分な塩分を体の外
に排泄してくれる）がたくさん含まれています。1日３５０ｇ以上を目
標に！
３�　禁煙～タバコは脳卒中だけでなくがんや心臓病にかかるリスクを
上げます。
４　節酒～適量を守って大量の飲酒は避けましょう。
５　運動習慣～いまの生活にプラス『１０分』　体を動かしましょう。
６　毎年受けよう！特定健診
　現在、高血圧・糖尿病・脂質異常・心臓病等の生活習慣病で治療中の方は、主治医の指示に従って、
治療を継続することが大切です。生活習慣病の悪化を防ぐとともに、脳卒中の発症や再発を防ぐこと
につながります。

「３５０ｇ」はこれくらい！

知覧保健センター
0993-58-7221

重症で生命に関わる脳卒中を起こ
す原因のひとつに「不整脈（心房
細動）」があります。

日頃から自分の脈拍をチェックして、脈のリズム
がバラバラだと感じたら、かかりつけ医に相談し
ましょう。

　 TOPICS 問 い 合 わ せ

心房細動週間Webサイトより引用

　� 3 月 30 日、市は市内の６つの金融機関（JA 南さ
つま、JAいぶすき、（株）鹿児島銀行、（株）南日本銀
行、鹿児島相互信用金庫、鹿児島信用金庫）と空家等
対策事業に関わる業務連帯協定を締結しました。内容
は、危険空家の除却に対する相談・支援など、空家対

策等事業が円滑に
行えるよう共に連
携・協力すること
で、より住みやす
い環境を目指すた
めのものです。

▲各金融機関と協定締結後、握手が交わされました。
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敬
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略
）

　
頴
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地
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出
生
児

保
護
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自
治
会
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陽
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央
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吾
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区
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ぶ
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ゆ
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�

小
田
　
ト
ヨ
子

生
か
さ
れ
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父
母
よ
り
長
く
会
ふ
春
よ

　
　
　
翔
び
た
つ
さ
ま
に
白
蓮
展
く

�

上
村
　
祥
子

【
知
覧
短
歌
会
】

早
朝
に
鷺さ
ぎ

を
従
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田
を
鋤す

け
ば

　
　
　
春
が
そ
こ
か
ら
膨
ら
み
始
め
る

�

門
口
　
代
津
子

心
臓
の
有
り
処
今
日
は
確
と
知
る

　
　
　
は
じ
め
て
マ
イ
ク
持
ち
て
語
れ
ば

�

河
野
　
ヤ
ス

俳
　
句

【
広
瀬
川
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会
】

春
光
に
座
し
て
語
ら
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二
の
碑

�

福
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純
子

陽
が
射
せ
ば
寒
気
の
中
で
春
夢
む

�

室
屋
　
洋
一

男女 総人口
36,233人
（前月比：－296）

人口と世帯数
（ 住 民 基 本 台 帳 ）
平成29年3月31日現在

19,355人
（前月比：－157）

16,878人
（前月比：－139）

世帯数：16,904戸（前月比：－44）

編
集
後
記

　

新
芽
が
芽
吹
き
、
春
を
感
じ
ま
す
。
お
や
じ

の
盆
栽
が
枯
れ
て
い
た
の
で
捨
て
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
芽
吹
い
て
き
ま
し
た
。

よ
か
っ
た
！
捨
て
な
く
て
！！　
（
浩
）
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vol.113
平成29年

4月号

5月　May
日 曜日 行　事　・　事　業 時　間 場　　所
1 月 母子手帳交付（頴娃）   9：30～11：00 頴娃保健センター
2 火 母子手帳交付（川辺）   9：30～11：00 川辺保健センター

育児・健康相談（知覧） 10：00～11：30 知覧保健センター
3 水 憲法記念日

第63回知覧特攻基地戦没者慰霊祭 13：00～15：00 知覧特攻平和観音堂前
道の駅「川辺やすらぎの郷」  
ゴールデンウィークフェア（～５日）

道の駅
「川辺やすらぎの郷」

4 木 みどりの日
5 金 こどもの日
6 土
7 日
8 月 母子手帳交付（知覧）   9：30～11：00 知覧保健センター
9 火
10 水 育児・健康相談（頴娃） 10：00～11：30 頴娃保健センター
11 木 育児・健康相談（川辺） 10：00～11：30 川辺保健センター
12 金
13 土
14 日 第９回市スポーツ少年団交歓交流大会   9：00～ 諏訪運動公園

ばんどころ 絶景祭り2017 10：00～16：00 番所鼻自然公園
15 月
16 火 特設人権相談所 10：00～15：00 ちらん夢郷館
17 水 心配ごと相談   9：00～12：00 知覧老人福祉センター

母子手帳交付（頴娃）   9：30～11：00 頴娃保健センター
市戦没者追悼式 10：00～11：30 知覧文化会館

18 木 母子手帳交付（川辺）   9：30～11：00 川辺保健センター
19 金
20 土 悩み相談室 13：00～17：00 ちらん夢郷館
21 日 田代小学校　運動会 田代小学校
22 月 母子手帳交付（知覧）   9：30～11：00 知覧保健センター
23 火
24 水
25 木
26 金
27 土
28 日 川辺小学校　運動会 川辺小学校
29 月
30 火
31 水

３日（水）
�菊野病院 ［整形外科］ ５6-１１３５
�笹川医院 ［内・外・小児科］ 27-4１22
（指）指宿脳神経外科 ［外科］ 27-１１77
（指）肥後病院 ［内科］ 22-4１48
（南）有馬産婦人科 ［産婦人科］ ５３-2777
（南）金子医院 ［内科］ ５2-27３０
（枕）国見内科医院 ［内科］ 72-００66
（枕）久木田整形外科病院 ［整形外科］ 72-３１５５
（枕）枕崎こどもクリニック［小児科］ ５8-１０8５
４日（木）
南薩ケアほすぴたる ［内科］ ５6-１１５５
（指）生駒外科医院 ［外科］ 22-３０５9
（指）指宿浩然会病院 ［内科］ 22-３29５
（南）持冨皮ふ科 ［皮膚科］ ５2-１288
（南）吉見医院 ［内科］ 62-2３３３
（枕）サザン・リージョン病院 ［内・外科］ 72-１３５１
５日（金）
川辺生協病院 ［内科］ ５6-6１１１
松岡救急クリニック ［小児・内・外科］ 78-３789
（指）今林整形外科病院 ［外科］ 22-27１０
（指）宮薗病院 ［内科］ ３2-2００１
（南）はしぐちクリニック ［内科］ ５8-2222
（南）加藤小児科・内科 ［小児・内科］ ５2-22３9
（枕）枕崎市立病院 ［内科］ 72-０３０３
（枕）小原病院 ［外科］ 72-2226
７日（日）
小田代記念クリニック ［外・内科］ 8３-2677
（指）指宿医療センター ［外・内科］ 22-22３１
（南）県立薩南病院 ［内科］ ５３-５３００
（南）ふくいわ耳鼻咽喉科クリニック［耳鼻咽喉科］ ５３-３３87
（枕）茅野内科医院 ［内科］ 72-１００6
（枕）サザン・リージョン病院 ［外科］ 72-１３５１
14日（日）
東外科胃腸科医院 ［外科］ ５6-4864
（指）木之下クリニック ［外科］ 2３-３94０
（指）指宿さがら病院 ［内科］ 22-３０79
（南）唐仁原内科クリニック［内科］ ５３-３５００
（南）松岡医院 ［耳鼻咽喉科］ ５2-27３３
（枕）小原病院 ［内・外科］ 72-2226
（枕）立神リハビリテーション温泉病院 ［内・リハビリ科］72-77１１
21日（日）
清小児科 ［小児科］ ５8-３228
（指）池田診療所 ［外科］ 26-2１０１
（指）こどもの森小児科クリニック ［内科］ 27-１０１０
（南）友松内科クリニック ［内科］ ５2-7３３１
（南）眼科安田クリニック ［眼科］ ５３-2００2
（枕）有山内科 ［内科］ 72-５8１１
（枕）尾辻病院 ［外科］ 72-５００１
（枕）森産婦人科 ［産婦人科］ 72-2１３4
28日（日）
鯵坂耳鼻咽喉科 ［耳鼻咽喉科］ ５6-6222
青木医院 ［内・消化器科］ ３8-０００9
（指）生駒外科医院 ［外科］ 22-３０５9
（指）福元医院 ［内科］ 22-３０５３
（南）阿久根医院 ［内科］ ５３-9０１6
（南）アルテンハイムリハビリテーションクリニック本町［内科］ ５３-３2１１
（枕）サザン・リージョン病院 ［内・外科］ 72-１３５１
（枕）園田病院 ［眼科］ 72-０１6５

日曜・祝日の当番医 ☎市外局番（0993）

〜 子育て広場（参加自由） 〜
時間：10：00～12：00

■ プッチランド
５/９、16、23、30（知覧地区公民館）

■ キラキラくらぶ
５/11（知覧保健センター）
５/18、25（知覧文化会館）

■ 子育ておしゃべり広場
５/２、９、16、23、30（勝目地区公民館）
５/10、17、24、31（第１児童館）

■ ひよこサークル
５/17（頴娃保健センター）

■ かわなベイビーズ With おかん
５/２、11、18、25（川辺保健センター）

■ 子育て広場つみき
５/12、19、26
	 	（地域子育て支援センターつみき）
５/15（川辺保健センター）
５/17（知覧保健センター）

〜 保健センター開放日〜
職員が常駐し、育児や健康について

の相談会などを実施します。

■ 頴娃保健センター
　　火曜日：５/２
毎週水曜日：５/10、17、24、31
時間：８：30～17：15

■ 川辺保健センター
　　火曜日：５/2
毎週木曜日：５/11、18、25
時間：８：30～17：15

※水、木曜日が祝日の場合、開放日が
前後することがあります。

※詳しくは、市ホームページをご覧にな
るか、知覧保健センターへお問い合
わせください。

※（枕）枕崎市立病院（0993-72-0303）
　�小児診療：５日、７日、14日、21日、28日（10：00
～17：00）
※�（指）は指宿市、（南）は南さつま市、（枕）は枕崎市にあ
る医療機関です。
※�休日当番医は変更になることがあります。県医師会サ
イトでご確認ください。

県医師会


